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青年部

青年部

第
２
回 

食
育
事
業

―
豆
と
さ
つ
ま
い
も
の
作
付
―

―
と
う
も
ろ
こ
し
と
さ
つ
ま
い
も
を
作
付
―

　

６
月
４
日
、
大
樹
小
学
校
農
園

場
に
お
い
て
、
第
２
回
目
と
な
る

食
育
事
業
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
軽
減
か
ら
児
童
の
登
校

も
再
開
。
一
緒
に
食
育
事
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
豆
と
さ
つ
ま
い

も
の
播
種
作
業
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

髙
松
副
部
長
か
ら
は
前
回
教
員

と
播
種
し
た
作
物
と
当
日
播
種
し

た
豆
と
さ
つ
ま
い
も
の
説
明
を
行

い
、
希
望
の
あ
っ
た
児
童
に
は
、

さ
つ
ま
い
も
の
播
種
作
業
を
手
伝

　

６
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
農
業

技
術
試
験
展
示
圃
場
に
お
い
て
、

青
年
部
活
性
化
事
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
活
動
を
通
し
て
部

員
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
率
向

上
や
青
年
部
活
動
の
活
性
化
を
目

的
に
３
カ
年
計
画
し
た
も
の
で
、

今
年
度
は
２
年
目
と
な
る
。
活
動

内
容
は
さ
つ
ま
い
も
の
作
付
が
主

な
活
動
と
な
る
が
、
今
年
度
は
髙

松
副
部
長
の
圃
場
を
一
部
借
り
、

ホ
ッ
プ
や
落
花
生
な
ど
も
作
付
し

て
い
る
。

　

当
日
は
、
牧
草
収
穫
作
業
と
重

な
る
時
期
と
な
り
、
４
名
で
の
作

業
と
な
っ
た
が
無
事
に
さ
つ
ま
い

も（
な
る
と
金
時
、シ
ル
ク
ス
イ
ー

ト
）
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
と
う
も

ろ
こ
し
の
作
付
を
終
え
た
。
さ
つ

ま
い
も
に
つ
い
て
は
、
生
育
に
必

要
な
積
算
温
度
を
確
保
す
る
た
め
、

マ
ル
チ
と
パ
オ
パ
オ
を
設
置
し
た
。

　

収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
青
年

部
員
間
で
の
交
流
会
で
試
食
す
る

他
、
道
の
駅
等
で
の
販
売
も
計
画

し
て
い
る
。

っ
て
も
ら
っ
た
。

　

児
童
か
ら
は
、
さ
つ
ま
い
も
播

種
の
た
め
に
準
備
し
た
マ
ル
チ
フ

ィ
ル
ム
や
パ
オ
パ
オ
（
農
業
用
不

織
布
）
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

部
員
が
説
明
。
秋
の
収
穫
を
無
事

に
迎
え
る
た
め
、
雑
草
の
管
理
を

し
て
も
ら
う
こ
と
を
約
束
し
、
授

業
を
終
え
た
。

　

今
後
は
成
長
を
見
な
が
ら
栽
培

管
理
を
行
い
、
収
穫
と
調
理
を
行

う
予
定
。

ハウスにあるミニトマトの説明

マルチの被覆作業

マルチと作物の説明

さつまいも苗の移植作業

畑づくりのようす さつまいもの作付指導 部員によるパオパオの設置

青
年
部
活
性
化
事
業
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牛
馬
魂
供
養
祭

　

６
月
７
日
、
㈱
大
樹
貨
物
事
務

所
横
に
お
い
て
、
大
樹
和
牛
販
売

会
・
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
（
主

催
Ｊ
Ａ
大
樹
町
、
大
樹
町
和
牛
生

産
改
良
組
合
、
大
樹
町
酪
農
部
会
、

後
援
大
樹
町
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
十
勝
南
部
支
所
、
協
賛
雪

印
メ
グ
ミ
ル
ク
㈱
大
樹
工
場
）
を

行
い
、
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
大
樹
町
家

畜
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ
た
た
め

代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
和
牛
生
産
改
良

　

５
月
29
日
、
慰
霊
碑
前
に
お
い

て
、
牛
馬
魂
供
養
祭
を
行
い
、
Ｊ

Ａ
役
職
員
16
名
が
参
列
し
た
。

　

例
年
、
酪
農
・
畜
産
を
支
え
る

家
畜
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
大
樹
町

家
畜
ま
つ
り
と
併
催
し
て
い
た
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
大
樹
町
家
畜
ま
つ
り
が
中

止
。
そ
の
た
め
来
賓
は
招
待
せ
ず
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
の
み
で
通
常
総
会
前

組
合
が
大
樹
和
牛
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

販
売
を
行
い
、
米
谷
牧
場
（
萠
和
）

の
和
牛
２
頭
を
部
位
ご
と
に
販
売

し
た
。
町
酪
農
部
会
で
は
乳
製
品

の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、
牛
乳

と
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
の
さ
け
る
チ

ー
ズ
を
無
料
配
布
し
た
。
ま
た
、

大
樹
漁
協
に
よ
る
新
鮮
な
ホ
ッ
キ

の
販
売
も
行
わ
れ
た
。

　

来
場
者
は
入
場
時
に
手
を
消
毒

し
、
間
隔
を
空
け
て
並
ん
だ
。
商

品
の
受
け
渡
し
に
つ
い
て
も
、
ビ

ニ
ー
ル
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
。

に
行
っ
た
。

　

参
列
者
を
代
表
し
慰
霊

碑
に
玉
串
を
捧
げ
た
坂
井

組
合
長
は
「
人
の
命
を
守

り
育
む
た
め
の
糧
と
し
て

貢
献
し
て
頂
い
た
家
畜
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
先
も

家
畜
の
力
を
借
り
な
が
ら

大
樹
町
農
業
を
発
展
さ
せ

た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
一
日
も
早
く
沈
静

化
し
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え

た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

牛
乳
で
乾
杯
し
た
。

手を合わせる坂井組合長

牛乳での乾杯

乳製品の配布

和牛肉の販売

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
単
独
開
催

大
樹
和
牛
販
売
会
・

乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
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牛 乳 券 配 布

大樹町農民協議会

退職にあたって

廃 プ ラ 回 収

　ＪＡ大樹町では新型コロナウイルスの影響で

需要が低迷している牛乳を飲んでもらう消費拡

大運動の一環として、空の１ℓ牛乳パック10

枚と引き換えに400円分の牛乳券を贈呈するキ

ャンペーンを６月15日より開始した。

　回収は町内放送などの影響もあり好調で、地

域の方が毎日事務所を訪れ、９日目には1,000

枚を超えた。今後も生産現場の状況を地域の方

にも理解いただき、地域の方と供に農業を支え

ていく事業を企画していく。

　なお、キャンペーンの終わる７月31日以降も

紙パック回収運動は回収ＢＯＸを設置し行う。

　初夏の候、組合員、役職員の皆様におかれましては、
益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて、私事ではございますが、令和２年６月30日を
もちまして、大樹町農業協同組合を退職することとな
りました。
　顧みますと在職中は公私共にお世話になり、何かと
至らない私が大過なく過ごすことができましたのは、
偏に皆様の温かいご指導とご厚情によるものと心より
厚く御礼申し上げます。
　９年３ヶ月、酪農畜産部、管理部、農産部と各課に
おいて多くのことを学び、様々な業務を経験させてい
ただきました。この経験を今後の糧として、これから
の人生を歩んで参りたいと思います。
　最後になりますが、組合員、役職員の皆様のご多幸
と、大樹町農業協同組合の益々のご発展をご祈念し退
職のご挨拶とさせていただきます。
　大変お世話になり、本当にありがとうございました。

　５月28日、「新たな基本計画における農村振

興の強化を求める意見書」採択に関する陳情書

を大樹町議会に提出した。

　陳情書は、相次ぐ大型自由貿易協定の発行に

よって国境措置が脆弱化し、農業者は生産と価

格の面で厳しい環境下に置かれている。また、

感染症等の発生により経済が疲弊していること

から、地域再生に向けた取組みが必要であり、

基本計画において農村振興の更なる強化を求め

た。意見書は６

月の定例会で可

決され、町議会

を通じて内閣総

理大臣をはじめ

とする各担当大

臣に意見書とし

て提出された。

　６月２日、下大樹の農業倉庫前において、農

業用廃プラスチック・産業廃棄物集中回収が行

われた。

　回収は、年４回実施されるが、今回は第２回

目の回収。

　当日は、農業用廃プラスチックが43,970㎏、

産業廃棄物は27,780㎏となり、合計71,750㎏の

回収実績となった。

　回収処理料金は、農業用廃プラスチック（運

賃含・税抜）で㎏当たり27円（処理料15円、運

賃12円）、産業廃棄物（運賃含・税抜き）で㎏

当たり45円（処理料33円、運賃12円）となる。

農産部　農産販売課

髙松　あゆみ

新たな基本計画における
農村振興の強化を求める意見書
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンは、北海道日本ハムファイターズと共同

で展開している「北海道農業応援プロジェクト」の

一環として、同球団選手と道内生産者が交互にメッ

セージを送り合う「キャッチボールトーク」動画を

制作、同プロジェクトの特設サイトに公開しました。

登場しているのは、ＪＡ道青協の村田辰徳会長、Ｊ

Ａ道女性協の青山伸子会長ら生産者と、ファイター

ズの中島卓也、近藤健介両選手らそれぞれ５人ずつ

で、新型コロナウイルス

対策や農作業、トレーニ

ング内容などについて交

互に語り、エールを交換

し合いました。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　新型コロナウイルスの影響で一時中止としてお

りました人間ドックですが、すべての病院・クリ

ニックにて再開しました。

　一部でご利用いただけないオプション検査もご

ざいますが、感染対策の徹底を図っておりますの

で、安心して受診くださいますようお願いします。

　ＪＡグループ北海道では、４月中旬より中止しておりました「国産花き販売会」を、６月５日（金）よ

り感染防止対策に十分配慮した上で、札幌市北農ビル（札幌市中央区北４条西１丁目１番地）で再開い

たしました。

　新型コロナウイルスの感染拡大により、イベントや式典の中止が相次いでおり、国内の花き需要は大

幅に減少しています。そこで、ＪＡグループ北海道では「花を贈って

応援！みんなのよい花プロジェクト」と題して、「国産花き販売会」

の実施により、国内の花き農家を応援しております。販売会は７月末

までの毎週金曜日の開催を予定しております。

　ＪＡグループ職員のみならず、花が好きな方や花き農家を応援して

くださる方、ＪＡグループ北海道を応援してくださる方など、たくさ

んのお客様にお越しいただいております。引き続き、是非ご自宅にお

花を飾り、花き農家を応援しています。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　令和元年度に、ＪＡバンクの食農教育活動とし

て、「親子で学ぼう！あぐりキッチン教室」を全

道ＪＡの協力を受け、開催しました。その開催目

的は、子どもの農業に対する理解を深め、北海道

農業やＪＡ・ＪＡバンクのサポーター層を拡大す

　令和２年度に道内各市町村の消防本部へ寄贈す

る救急自動車が決定いたしました。救急自動車の

寄贈は、地域社会貢献活動の一環として、昭和50

年から毎年取り組んでおり、昨年度までに、延べ

206台の救急自動車を道内各地の消防本部へ寄贈

しております。

　今年度は、上川北部消防事務組合消防本部中川

消防支署（中川町）、網走地区消防組合消防本部大

空消防署（大空町）、大雪消防組合消防本部美瑛消

防署（美瑛町）の３か所となります。今後も行政と

ＪＡとの連携を図りながら、交通事故の防止と被

害者救済への取り組みを強化してまいります。

ることにありました。

　先ごろ、農協観光の優

績ＪＡ表彰において、当

活動が地域の交流・活性

化に寄与したと認められ、

地域交流部門の優秀賞を

受賞しました。 Ⓒよりぞう

ホームページはこちらです。

どうぞご覧ください。



十勝南部地

す。病原菌

基本に、農

一方、農場

畜産関係者

このため、

地域全体で

これらの感

的負担が大

①病原菌

を確実に実

感染症のな

ズ 1 回目は

１、十勝

十勝管内で

一年の中で

落ちて免疫

下がるため

考えられま

しかし、冬

にも発生が

れることか

年を通した

対策が必要

※同じサル

届出伝染

２、牛サ

牛サルモネ

実例です。

経済損失が

分かります

※互助会な

補填金額

ません。

～

地域の農場

菌は農場外

農場内での

場の規模拡

者などの車

、個々の酪

での防疫体

感染症が一

大きく、発

を農場に入

実行しまし

なかで「牛

は概論（サ

勝管内の牛

では牛サル

でも特に 7

疫力が 

めだと 

ます。 

冬季間 

が見ら 

から一 

た防疫 

要です。 

ルモネラ症に

染病の原因と

サルモネラ

ネラ症が発

。予想以上

があること

す。 

などによる

額は含まれ

。

酪

～牛サルモ

場では、こ

外から入っ

のまん延防止

拡大に伴い、

車両や人の出

酪農場での対

体制を確立す

一度発生する

発生を予防す

入れない

しょう。 

牛サルモネ

サルモネラの

牛サルモネ

ルモネラ症の

7 月～11 月

に感染する病

となる菌の種

ラ症による

発生した十勝

上に 

とが 

る

れ

対策

酪農場・畜

ネラ症を中

こ数年で牛

てくること

止対策が必

、集乳車や

出入りが増

対応だけで

することが

ると身体的

する対応が

②農場内で

ラ症」を取

の侵入経路

ネラ症発生

の発生件数

の暑い時期

病原菌でも、

種類：「 Typ

る経済的損

勝管内の酪

農場
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費
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り上げ、

、罹患した
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車、 
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の 5倍に増

しています。
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る菌種とそれ

ムリウム）」・

化までに実
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約8
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3頭
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デー

車輪跡がくっ

）～ 

の発生が増

内への侵入

めるため

て連載しま

いて解説

ます。 

さに弱い乳

以外の菌種

際にかかっ

Ｂ

80頭
なぎ） （フ

ヶ月

頭

4,108 円

6,700 円

1,711 円

0,360 円 2

8,815 円

1,694 円 3

ータ提供：十勝

きり着くまで

増加してい

入防止対策

めの飼養管

ます。シリ

説します。

乳牛の体力

種があります

（ダブリン）

った費用等

Ｃ

約680頭
フリーストール

約3ヶ月

154頭

2,350,000 

3,000,000 

311,000 

29,788,000 

2,705,000 

38,154,000 

勝家畜保健衛生

で石灰を散布

いま

策を

管理

ー

力が

す。 

）」 

等の

ル）

円

円

円

円

円

円

生所 

「 Dublin
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信

酪農場 ・畜産農場における防疫対策 ～牛サルモネラ症を中心とした伝染病対策（1回目）～



３、サル

サルモネラ

牛が舐める

所や水飲み

４、罹患

届出伝染病

が難しいで

れまで飼育

している恐

モネラの感

５、発生

牛サルモネ

す。対策期

清浄化まで

1ヶ月以上

その間は原

移動自粛

ら、飼料費

働的に大き

なります。

①

ルモネラの

ラは経口感

ることで感

み場など牛

患した牛の

病以外のサ

です。大抵

育していた

恐れがあり

感染を防ぎ

生～清浄化

ネラ症の発

期間は、個

で最短でも

上かかりま

原則、個体

となること

費の増大や

きな負担と

。

の侵入経路

感染です。採

感染します。

牛の口が直接

の症状 

サルモネラ

抵は販売先

た期間に排菌

ります。発生

ぎましょう。

化までの道

発生が確認

個体検査で全

も

す。 

体の

とか 

や労 

と

路

採食だけで

。一方、サ

接触れる場

に感染した

での導入時

菌している

生防止対策

。

道筋 

されたら、

全頭が 2 回

②

なく、牛

ルモネラ

所は日常的

牛は、明

の着地検

ので、知

（侵入防

清浄化され

連続「陰性

牛舎内で罹患

は感染牛の

的に衛生管

らかな症状

検査で発覚す

らないうち

止・拡散防

れるまで 2

性」になる

③

患牛の糞便

の唾液から

管理を行う

状を示す場

することが

ちにサルモ

防止・飼養

2 週間ごと

るまで続き

③

が付着した

も感染しま

ことが大切

合が少ない

多く、感染

ネラが農場

管理）を徹

に定期検査

経口感染

内に入る

排菌し、

染、感染

ります。

た箇所を健

ます。採食

切です。 

いため、発

染した牛は

場内にまん

徹底し、サ

査が行われ

染により牛の

ると、糞便中

牛舎環境を

染拡大につな

健康

食場

発見

はそ

ん延

サル

れま

の体

中に

を汚

なが

ます。 

たいき7( )
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令
和
元
年
度
　
主
な
連
合
会
決
算
状
況

※
表
示
単
位
で
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。（

単
位
：
百
万
円
）

前
期
繰
越
利
益

当
期
利
益

▲
は
欠
損
金

各
種
積
立
金

取
崩
等

未
処
分
利
益

剰
余
金

剰
余

金
処

分
内

訳
特
別
積
立
金

取
崩
額

次
期
繰
越
金

利
益
準
備
金

積
立
金

任
意
準
備
金

積
立
金

出
資
配
当
金

事
業
分
量

配
当
金

北
海
道
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会

5,020
4,693

625
10,338

940
3,500

719
545

0
4,634

（
当
組
合
受
取
額
）

（
当
組
合
期
中
奨
励
金
受
取
額
）　

ホ
ク

レ
ン

農
業

協
同
組
合
連
合
会

1,448
4,360

400
6,208

1,810
590

401
2,000

0
1,407

（
当
組
合
受
取
額
）

2
20

北
海
道
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

1,250
△
2,434

△
2,348

△
3,532

0
0

0
0

△
5,280

1,748

（
帯
広
厚
生
病
院
収
支
状
況
は
△
2,931百

万
円
）

十
勝

農
業

協
同

組
合

連
合

会
69

28
21

118
0

60
34

0
0

24

（
当
組
合
受
取
額
）

2
0

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

株
式

会
社

116,474
12,165

0
128,639

2,830
125,489

（
当
組
合
受
取
額

:
株
式
配
当
）（

単
位
・
千
円
）

8

中
央
会
は
指
導
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賦
課
金
に
つ
い
て
表
示

賦
　
課
　
金

一
般
賦
課
金

特
別
賦
課
金

北
海
道
農
業
協
同

組
合

中
央

会
1,739

556

（
当
組
合
支
払
額
）

（
当
組
合
支
払
額
）

5
1
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
５
回 

６
／
26

★
報
告
事
項

１　

令
和
元
年
度
国
産
チ
ー
ズ
奨

励
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

２　

２
０
１
９
年
度
酪
農
生
産
基

盤
強
化
事
業
の
実
施
結
果
に

つ
い
て

３　

令
和
２
年
度
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事

業
及
び
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
の
実

施
に
つ
い
て

４  

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
の
実
施
に
つ
い
て

５　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
作
況

調
査
結
果
に
つ
い
て

６　

マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
提
出
に

つ
い
て

７　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

８　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

９　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

10　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
２
年
産
生
食
大
根

共
計
販
売
品
の
取
扱
い
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

平
成
31
年
度
版
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
縦
覧
に

つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

対
策
指
導
農
家
等
の
令

和
２
年
営
農
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

信
用
限
度
額
を
超
え
る

組
合
員
勘
定
取
引
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認
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8,934

9,181

8,909

9,294

9,042

9,827

9,480

9,702

9,242

9,709

10,104

9,732

9,532
9,699

9,288

令和２年度６月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2019年）

704,367704,367

772,800772,800
847,220847,220

873,752873,752

710,556710,556

796,900796,900

536,957536,957

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2019年度

2020年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/8 4/22 5/12 5/27 6/11 7/7 8/27 9/8 9/24 10/7 10/21 11/5 11/26 12/17 1/21 2/3 2/17

(824,040)(824,040) (857,520)(857,520) (648,478)(648,478) (758,160)(758,160) (662,548)(662,548) (631,092)(631,092) (692,570)(692,570) (798,820)(798,820) (785,400)(785,400)
(963,540)(963,540) (877,410)(877,410) (807,840)(807,840) (720,428)(720,428) (699,233)(699,233) (476,880)(476,880) (551,035)(551,035) (723,507)(723,507) (725,340)(725,340) (821,168)(821,168)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2020年度去勢

2020年度雌

2019年度去勢

2019年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/91/1212/811/1010/149/158/197/146/175/184/153/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

649,048649,048

670,993670,993 663,030663,030

624,610624,610

535,028535,028
555,780555,780

576,640576,640

522,206522,206
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

８
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

７
月
号
の
応
募
者
は
22
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

７月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

サ ン グ ラ ス
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
尾
田
）
天

　
野

　
千
由
紀
さ
ん

（
尾
田
）
細
　
谷
　
絢
　
子
さ
ん

（
相
川
）
㈲

手

塚

畜

産
さ
ん

（
豊
里
）
佐
　
藤
　
　
　
勉
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
松
太
郎
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
日
向
花
さ
ん

（
東
和
）
髙
　
場
　
君
　
子
さ
ん

（
美
成
）
小
　
島
　
　
　
唯
さ
ん

（
美
成
）
海
　
冨
　
百
合
子
さ
ん

（
日
方
）
西
　
川
　
た
か
や
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
香
り
の
良
い
薬
味
の
一
つ
。
ウ
ナ
ギ
の
か

ば
焼
き
に
も
振
り
掛
け
ま
す

⑥

は
人
の
た
め
な
ら
ず

⑧
釣
り

と
一
緒
に
海
に
出
掛
け
た

⑨
宣
伝
な
ど
を
書
い
て
通
行
人
に
配
り
ま
す

⑩
上
（
か
み
）
の
反
対
語

⑪
京
都
の
夏
の
代
表
的
な
行
事
、

の
送

り
火

⑮
原
稿
用
紙
に
つ
づ
る
こ
と
も

⑯
10
円
硬
貨
に
最
も
多
く
含
ま
れ
る
金
属

⑱
イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
堂
の
こ
と

⑳
人
の
助
け
を
借
り
ず
に

で
切
り
抜
け

た
㉑

を
引
か
れ
る
思
い
で
い
と
ま
を
告
げ

た
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
夏
の
夜
空
で
打
ち
上
げ

が
開
い
た

②
飲
ん
兵
衛
（
べ
え
）
が
好
き
な
物

③
ニ
ッ
ケ
イ
の
樹
皮
か
ら
作
ら
れ
る
ス
パ
イ

ス
④
仕
事
や
用
事
の
合
間
の
空
い
た
時
間
の
こ

と
⑤
私
は

も
育
ち
も
東
京
で
す

⑦
ツ
ナ
、
シ
ー
ザ
ー
、
海
藻
と
い
え
ば

⑩
指
先
の
腹
側
に
あ
る
筋
模
様

⑫
焼
き
肉
の
ミ
ノ
、
セ
ン
マ
イ
と
い
え
ば
ど

こ
の
部
位
？

⑬
携
帯
電
話
を
自
分
に
向
け
て
パ
シ
ャ
！

⑭
力
士
が
土
俵
上
で
取
る
も
の

⑰
泳
げ
な
い
人
が
腰
回
り
に
は
め
ま
す

⑲
職
人
さ
ん
に
握
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
る
こ

と
も

⑳
ま
っ
た
く
派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

下大樹

三　木　ひなかちゃん (４歳)

日　方

ねずこもマスクさん (14歳)

東　和

れ ー なちゃん (５歳)


